
″｜

　‥．生命を安心して預けられる病院　健康と生活を守る病院
Φ

Γあなたとあなたの家族によりそう」「安全快適自己実現」
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｀'生命を安心して預けられる病院"

　　“健康と生活を守る病院¨

　　　　　　徳洲|会グループは

　　　｢生命だけは平等だ｣の理念の下、

　｢いつでも.どこでも.誰でもが最善の医療を

　　受けられる社会｣を目指しています．
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いつでも、どこでも、誰でもが、

最善の医療を受けられる

社会を目指して
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　2025年了月、仙台サンプつザホールで開催された第引回

献血運動推進全国大会において、仙台徳洲会病院が曰本赤十

字社よリ「銀芭有功阜」を授与されました。

　この章は、長年にわたリ他域に根ざした献血推進活動に尽

カレ献血の普及と定着に顕著な功績を挙げた医療機関に贈

られる名誉ある表彰です。

　当院では、他域住民との連携を重視し、定期的な献血午ヤ

ンペーンを継続的に実施してまいリました。特に、医療資源

が限られる他域において、安定した血液供給体制の構築に貢

献した点が高＜評価されたものです。

　本大会には、全国の献血推進団体や医療関係者が一堂に会

し、献血活動の現状や課題、今後の展望について活発な意見

交換が行われました。

●献血の基本豆知識
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科学技術が進歩しても、輸血用の血液は人工的に製造できず、保存期間も限られています。そのため、

獣血は常に必要とされています。特に○型は需要が高＜、医療機関からの要請が多いとされています。

(血液里と献血里の関係

人間の血液量は体重の約13分の長献血で提供する皇（200mLや400mOは医学的に安全で、失わ

れた水分は数時問で回復します。赤血球は約２～３週問で回復するなど、成分ごとに回復速度が異な

リます。

で献血の種類

全血獣血：血液すべてを提供（200mL ・400mO。

成分献血：血漿や血小板など特定成分のみを採血レ残リは体に戻す方法。

(冬場は献血者が滅少

体調不良で献血できない人が増えるため、毎年１～

２月に目よたちの献血午ヤンペーン」が行われます。

(血液の役割ﾋ寿命

赤血球：酸素を運ぴ、寿命は約120日。

白血球：免疫を担い、外敵から体を守る。

血小板：出血を止める働き。寿命は数曰程度。

皿広報誌よリそうvol.4了

『rn,液は人工的に作れない|

猷血の●類

　全血献血：血液すべて

　成分献血：血漿や血ﾉ」

冬場は献血者が滅少

血液の役割と寿命

　赤血球：酸素を運こ

　白血球：免疫を担し

　血小板：出血を止&



　当院は、NPO法人卒後臨床研修評価機構（JCEP）の第三者評価を受審し、2025年６月１日付で認定

を取得しました。 JCEPは、臨床研修病院の研修プロフラムの評価や人材育成を目的とする機関であリ、

国民に対する医療の質の向上を目指しています。

　多様な診療科を有する医療機関として、幅広い研修環境を提供レ専門医療と一般診療の両面で研修

の充実を図っています。指導医の協力のもと、研修医が外来・病棟で診療を行いながら、言括的な医療

の知識と技術を習得できる体制を整えています。

　厚生労働省指定の基幹型臨床研修病院として、医師養成の責任を担い、よリ良い医療人の育成に尽力

してまいリます。今後も研修環境の強化を図リ｡総合的な診療能力を備えた医師の育成に努めてい＜所

存です。皆様のご理解とご協力をよろしくお願い中し上げます。
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医療法人徳洲会

仙台徳洲会病院
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貴病院は特定非営利活勤法人卒後臨床研修評価

機構の定める認定基準を遂成していることを証します

認定（1年）

　　　四同

2a5爆６月ｌｎから
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2025年６月III

ｌ定非営利話勁法人卒捷暗床硝修評価禰梢
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　当院は平成15年４月に、医師法第16条に基づき

厚生労働省より指定された基幹型臨床研修指定病

院です。基幹型臨床研修指定病院とは、医学部を

卒業し、医師免許を取得した医師（研修医）が卒

後２年間、基本的な手技、知識（初期研修）を身

につけるために経験を積む病院であリ、臨床研修

医（臨床研修中の医師）が皆様の診療に携わるこ

とがございますが、趣旨をご理解下さいますよう

お願い中し上げます。

　当院は、初期研修医を受け入れておリ、臨床研

修協力病院・施設と連携した研修プログラムを充

実させ、患者さまに対して、安心でよリ質の高い

医療を行える医師を育成してまいリます。

　基幹型臨床研修病院の貴務として、他域における

中核的医療機関として更なる充実に努めて参リます。
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　仙台徳洲会病院では、手指衛生遵守率の高かった職員ヘオリジナルバッジを贈呈する取リ組みを行っ

ております。これは視覚的な報奨制度を通じて意識の底上げを図るのが目的で、同時に患者さんにも同

院の衛生管理の徹底を伝える手段として位置付けています。

　初年度は医師を対象に実施。感染管理認定看護師とリンクナースが直接観察を行い、遵守率の高かっ

た上位５人にバッジを授与しました。現在は対象を全職員に拡大レ部署ごとの手指消毒剤使用量上位

者にバッジを贈る形へと変更。表彰を職員の前で所属長が行うことで、全体の意識向上にもつなげてい

ます。また、患者さん１人当たリの手指消毒剤使用回数は、23年度の目標である12回を達成し、24年

度以降は巧回に引き上げました。

　「頑張ったら目に見えて評価される仕組みが、モチベーションにつながっていると思います。ゆくゆ

くは、ばとんどの職員がバッジを付けているようになってはしいです。また、患者さんへ同院の取リ組

みを周知するために、バッジの意義を伝える掲示物を整備する必要もあリます」と力を込めるのは岩田

妃呂子・看護副主任。

　さらに、笹木英恵・看護主任は「ＩＣＮ（国際看護師協会）直接観察による評価には限界があリ、今後

は評価者の質を高める体制づくリが課題です。『正しいタイミングで手指衛生が行えているか』を評価

できるよう、リンクナースの育成が必要であると考えます」と展望を語リました。

　同院では、患者さんや他域の方々に、手指衛生の重要性を啓発するための活動も継続。今年は了月９

曰に院内にブースを構え、螢光ローションを使用した手洗いイベントなどを行いました。
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　６月19日（木）～６月22日（日）に仙台市総合運動場シェルコム仙台で第30回国際車いすテニス大会

「仙台オープン2025」の救護活勤に従事しました。今大会には、同院職員が運営のひとリとして関わっ

ている事もあリ、救護という形で病院をあげてサポートをしています。

　国際大会とあって、他国の選手も参加し車いすに乗っている事を感じさせない俊敏な動きでプレー

をする選手達。病院の車いすとは違ったそれぞれに合った特殊仕様とはいえ、自分の足のように操作す

るのは至難の技。車いすをしっかリ操作しながら激し＜打ち合う姿からは、練習に打ち込んでいる曰々

の努力が垣問見れました。試合の合問にパつリンピックの正式種目「ボッチャ」も教えて頂いて、楽し

い１日となリました。

　会場は家族連れや小さなお子様も多＜、救護所で

は、軽度の熱中症や擦リ傷などの対応が数件あリま

したが、いずれも迅速に処置でき、安心していただ

けた様子に安堵しました。

　また、他域ボランティアや救急隊、警察との連携

も円滑で、顔の見える関係性が災言時にも活きると

改めて感じました。

　今後も、他域行事への積極的な関与を通じて、住

民との信頼関係を築き、持続可能な医療体制の一肋

となれるよう努めていきたいと思います。
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手術の当曰に来院して､、当曰または翌曰の

午前中に帰宅できる手術（曰帰リ手術）の

手続きを受け付けておリ｡術後にゆっ＜リ

と休んでいただけるリカバリールームを備

えています。

巧床から30床に増床レこれまでよリ多

＜の透析患者さまの受け入れが可能となリ

ました。また、新システムを導入し安全性

を確保することで安心して透析ができるよ

うに環境を整えておリます。

２面採光の非常に明るい作リとなっておリ

ます｡電動リクライニンフテェア了床､ベッ

ド３床の計10床で、看護師が常駐する力

ウンターを囲むように配置されておリ、患

者さまは希望するところで快適に安心して

治療を受けることが出来ます。
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病気をみつける健診から健康をみる健診へというコ

ンセプトで病気の早期発見だけでな＜｡健康の状態

をみる種々のオプション検査、並びに抗加齢ドック

などを準備し病気になる前の段階からの介入を行っ

ておリます。
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無痛MRI乳がん検診のような、最新の医

療機器を用いた、患者様のお身体に負担の

少ない検査もご提案しておリます。
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新病院ではセル看護提供万式を行い、患者さまの近＜で看護実践を行います。タイムリーな観察・対応、

コミュニケーションを図リ、安心・安全な看護を提供します。当院の看護部理念である「心に届＜看護

を実践する」を目指します。
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病院で新たに設置した屋上ヘリポートからの救急搬送にも対応し、救急医療体制を更に強化していきます。
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ﾆ健康講座を主催される企業団体様からの

汽吊沢行柴胎も承っております。

仙台徳洲会痢院地域達携室lel.022-771-5134fax.022-771-5135
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平均比較

普段知ることのできない脳の状態を同世代と

　　　比較するレポートを作成します。

　経年変化を見ることで､脳の健康に良い

　　生活･行勅への意誰を高めましょう。

　　　医療法人徳洲会
尊仙台徳洲会病院予防医学センター(r,ｸ備●)
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